


花器のある風景
＊同時開催：受贈記念「大郷理明コレクションの花器」

2025年 1 月 25日（土）____::::,.. 3月16日（日）

日本における花器の歴史は、中国より寺院における荘厳

の道具として伝来したのがはじまりとされます。室町時

代には連歌や茶会、生花など室内芸能がさかんになり、

中国から輸入された唐物と称される書画、調度類や茶

道具、文房具を座敷に並び立 てる「座敷飾り」などが発

展しました。床の間にはさまざまな道具が飾られる専用

の空間が備えられ、飾り付け に唐物の花生などが飾ら

れました。唐物の金属製の花器をもとに、日本でも中世

おもな作品

《古銅象耳花入銘キネナリ》 元時代・14世紀

原在中・在明《春花圏》 江戸時代後期・1 9世紀

食

会

象

怜

べ

“

暑

み
¢ ↓

令

A
-
t

文

t

`
位蒙

鶏
疇
鰊
訊
員
量

鬼
舷
仕
竹
濤
負

冨
會
百
心
億
丑

素
五
艶

以降、陶磁器や竹など様々な素材で花入が作られ、日

本独自の美意識が誕生します。江戸期を代表する茶

人、小堀遠州や松平不昧の手による竹花入など、個性

豊かな花器が集います。本展では、住友コレクションか

ら花器と、花器が描かれた絵画などを紹介します。同

時開催として、華道家・大郷理明氏よりご寄贈頂いた

花器コレクションを紹介します。

泉屋博古館東京

泉屋博古館

ライトアップ木島櫻谷1I
おうこくの線をさがしに

＊同時開催：特集展示

「住友財団助成による文化財修復成果一文化財よ、永遠に2025」

併設四季連作屏風

2025年 4 月5日（土）�5 月18日（日）

大正中期に大阪天王寺の茶臼山に建築された住友家本邸を飾るために描かれ

た木島櫻谷の「四季連作屏風」を全点公開し、櫻谷の絵画表現の特質をライト

アップする展覧会シリ ーズの2回目。今回は、特に人物 画にスポットをあて櫻谷の

線描の質をさぐるとともに、写生帖を増量して展示し、写生とタイアップした 本画

を紹介します。併せて、公益財団法人住友財団が推進してきた文化財維持・修復

事業助成により甦った作品を展示し、文化財修復の最前線を紹介します。

おもな作品

木島櫻谷《唐美人》

泉屋博古館東京

木島櫻谷《秋草図》

泉屋博古館東京

中国古代の神話とデザイン（仮）

2025年 6 月 7日（土）---=:::,., 7 月 27日（日）

中国古代に生みだされた文様やモチ ー フの数々は、卓越した デザイン性を示す

だけ でなく、当時の人々の豊かなイマジネ ーションと、それを背後から支えてい

た神話世界や死生観を現代のわたしたちに伝えています。本展覧会は、住友コ

レクションの青銅鏡を中心に、その世界観をわかりやすくご紹介するとともに、

西王母や七夕の伝説を切り口として、日本の文化や美術に与えた影響について

も掘り下げていきます。
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y

大正時代・20世紀

大正12年(1923)

おもな作品

重要文化財《画文帯同向式神獣鏡》
後漠末～三国・3世紀 泉屋博古館

しきょうそん

《鴎鴇尊》 殷後期・前13-前12世紀

泉屋博古館

現代マイセンの磁器芸術
一巨匠ハインツ・ヴェルナ ー の描いた物藷—（仮）

2025 年 8 月30日（土）--=::::.. 11 月 3日（月・祝）
（巡回：2026年度以降、全国3~4会場巡回予定）
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ヨ ー ロッパを代表する名窯、マイセンは、王立磁器製作

所として、18世紀にドイツにて創業し、ヨ ー ロッパ初の

磁器焼成に成功しました。マイセンは現在まで多くの名

品を世に送り出してきました。

日本においては初期のマイセン製品が特に人気を集め

てきましたが、実は1960年頃からのいわゆる「現代マ

イセン」にも知られざる優れた製品が数多く存在してい

ます。マイセンの培った高度な磁器作りの技術と、成

型・デザイン・人形制作などの芸術家グル ープの豊かな

）
『
f ,·

才能が合わさり生み出された磁器は、極めて質が高く、

まさに ‘‘磁器芸術 ’'と言えるものです。

本展では 《アラビアンナイト》《サマ ーナイト》《ほら吹
メルヘン

き男爵》などの現代マイセンを代表する物語シリ ー ズ

を生み出した巨匠ハインツ・ヴェルナー (1928-2019)

の名作を中心に、現代マイセンの美しき磁器芸術を紹

介します。ハインツ・ヴェルナーの夢あふれるデザイン

と美しい絵付けの世界をお楽しみください。

（巡回あり）

おもな作品

マイセン《アラビアンナイト》コ ーヒーサー ビス1986年頃装飾ハインツ・ヴェルナ ー 器形）レー ドヴィッヒ・ ツェブナ ー （オリジナルデザイン1967年） 個人蔵

マイセン《サマ ー ナイト》ティーサー ビス1974年装飾ハインツ・ヴェルナ ー 器形ルー ドヴィッヒ・ ツェブナ ー （オリジナルデザイン1969年）個人蔵
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提供可能画像・キャプション 一 覧
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企画展 花器のある風景 企画展 もてなす美
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原在中 ・ 在明《春花図》
江戸時代後期 ・

19世紀
泉屋博古館

《古銅象耳花入銘キネナリ》
元時代 ・ 14世紀
泉屋博古館東京

《紅白萌黄段青海波笹梅枝垂桜
模様唐織》江戸時代 ・18世紀
泉屋博古館東京

原羊遊斎《椿蒔絵棗》
江戸時代後期・

19世紀
泉屋博古館東京

企画展 ライトアップ木島櫻谷II
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大正時代 ・20世紀
泉屋博古館東京

|
|
1．
 
｀

 

点茫克．

木島櫻谷《秋草図》 大正12年(1923) 泉屋博古館東京

企画展 中国古代の神話とデザイン（仮）

しきょうそん

《鴎鵠尊》
殷後期•前13-前12世紀
泉屋博古館

《方角規矩四神鏡》
泉屋博古館

前漢末•前1世紀 重要文化財《画文帯同向式神獣鏡》
後漢末～三国 ・

3世紀 泉屋博古館

特別展 現代マイセンの磁器芸術

マイセン《アラビアンナイト》コ ー ヒ ー サ ー ビス
1986年頃 装飾ハインツ ・ ヴェルナ ー

器形）レ ー ドヴィッヒ ・ ツェブナ ー

（オリジナルデザイン1967年） 個人蔵

マイセン《アラビアンナイト》コ ー ヒ ーサー ビス
（部分） 1986年頃
装飾ハインツ ・ ヴェルナ ー

器形ルー ドヴィッヒ ・ ツェブナ ー

（オリジナルデザイン1967年） 個人蔵

マイセン《サマ ー ナイト》ティーサー ビス（部分）
1974年 装飾ハインツ ・ ヴェルナ ー

器形）レ ー ドヴィッヒ ・ ツェブナ ー

（オリジナルデザイン1969年） 個人蔵

《お問い合わせ先》泉屋博古館東京 （広報担当橋本旦子） TEL: 03-3584-8136 FAX: 03-3584-8137 E-mail : pr-tokyo@sen-oku.or.jp 
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